
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

22 株式会社アットホームサポーターズ   山梨県北都留郡
き た つ る ぐ ん

丹波山村
た ば や ま む ら

 

 

地 方 創 生 を 実 現 す る 循 環 型 ジ ビ エ 処 理 事 業 

活動の経緯 
 
 人口減少が進行する丹波山村には、伝統的な狩猟文化とジビエを食す文化が
あり、ジビエ処理場も存在していた。しかし、処理場の経営は、過疎高齢化影
響もあり継続が困難な状況にあったため、狩猟文化とジビエ処理施設を活用し
て、移住者と雇用を増やす地方創生モデルの確立を目指し活動を開始。 

自社で捕獲、解体、製造したジビエ食品 

活動の概要 
 

駆除した鹿を100％有効活用し、環境にやさしく、かつ持続可能な「循環型
ジビエ処理事業」の確立。 

活動の成果、主な実績等 
 
○平成30年から、指定管理者として赤字事業となっていた村営のジビエ処
理場の運営を開始。駆除した鹿の30％程度の活用となっていた現状を改善す
るため、食肉部位を食品に加工して村内に提供するほか、お土産品を開発し
て売上げが向上。 
○31年には、鹿皮の利用拡大のため、山梨県の伝統工芸「甲州印伝」を活用
した商品を開発。また、犬用ジャーキーや骨から出汁を取ってラーメンに活
用するなど、鹿の活用を約70％まで向上。 
○残りは産業廃棄物として村外で処理していたが、令和４年度に焼却施設を
整備して費用負担を軽減したことで事業も黒字化。捕獲した鹿の活用から廃
棄までをすべて村内にて完結することで、雇用の創出や移住者の増加など地
域に貢献。 

狩猟を学ぶ体験型イベント 


